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意
識
が
群
口
の
申
・
に
含
む
主
上
講
親
の
矛
盾
、
自
我
と
封
象
と
の
不
等
に
推
…
進
ぜ
ら
れ
て
、
意
識
・
自
己
意
識
・
理
盤
・
精
淋
・
宗
敏
の

各
段
階
を
経
．
漁
せ
る
絡
局
に
於
て
到
達
せ
る
絶
勤
気
は
、
絶
勤
精
榊
の
自
蝿
と
し
て
精
聯
現
象
の
結
論
た
る
と
同
時
に
右
の
諸
段
階
を
成

立
せ
し
め
る
根
櫨
で
あ
る
。
単
語
の
意
識
に
於
け
る
現
象
が
學
で
あ
り
（
こ
Q
・
綾
α
・
ラ
ツ
ソ
ン
第
三
版
『
調
馬
現
象
學
』
以
下
同
じ
）
、
意
識

の
逓
歴
は
錦
心
精
榊
の
自
己
内
反
省
で
あ
っ
て
（
弊
凱
岩
）
、
其
の
自
畳
究
る
絶
戸
知
は
経
験
的
意
識
が
絶
甥
精
榊
の
契
機
と
し
て
止
揚
せ

ら
れ
る
蓬
動
を
承
る
脆
計
で
あ
る
（
訟
・
轟
e
。
併
乍
精
騎
現
象
學
は
意
識
の
経
験
の
學
で
あ
り
、
維
験
な
く
し
て
は
學
も
亦
成
立
し
な
い

（
敬
・
頓
U
Q
◎
）
。
若
し
急
騰
が
絶
…
封
精
淋
の
自
已
内
反
省
摺
る
の
み
で
経
験
の
猫
立
性
が
冥
目
［
せ
ら
れ
る
な
ら
ば
、
意
識
の
諸
段
階
は
精
紳
の

自
己
蓮
動
に
蹄
し
て
絶
勤
知
は
其
の
…
連
動
の
槻
想
に
止
ま
り
、
自
已
疎
外
は
警
題
よ
り
特
殊
の
褒
出
と
解
せ
ら
れ
て
、
所
謂
褒
出
論
的
論

理
の
護
り
を
冤
れ
難
い
。
ヘ
ー
ゲ
ル
に
斯
か
る
親
想
的
合
理
主
義
的
確
至
有
職
論
的
傾
殉
の
存
し
允
こ
と
は
否
定
し
得
な
い
と
し
て
電
、

精
勤
現
象
學
に
封
し
て
右
の
非
難
は
侮
虚
ま
で
正
當
で
あ
ら
う
か
。
叉
何
等
か
の
勲
で
そ
れ
が
正
賞
で
あ
る
に
し
て
も
、
精
聯
現
象
學
は

其
れ
自
ら
の
中
に
之
に
封
ず
る
何
等
か
の
解
決
を
用
意
し
て
は
み
な
い
で
あ
ら
う
か
。
一
『
襟
掛
知
』
に
於
て
概
念
と
し
て
自
畳
ぜ
ら
れ

る
絶
…
封
精
紳
は
自
雛
瞬
的
に
は
既
に
『
宗
敏
』
に
於
て
達
せ
ら
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
未
だ
表
象
で
は
あ
る
が
猛
ハ
の
表
象
の
内
容
は
既
に
概
念

　
　
　
　
物
性
の
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理
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で
み
り
、
絶
即
知
の
戯
立
を
論
ず
る
ζ
と
は
隠
男
的
に
は
『
宗
敏
』
の
生
成
を
考
察
す
る
こ
と
に
他
な
ち
な
い
。
『
宗
敷
』
は
他
O
藷
…
段

階
と
並
ん
で
意
識
様
癌
の
一
契
機
た
る
と
同
時
に
、
註
ハ
の
最
鯵
段
階
と
し
て
壼
壁
精
淋
で
あ
り
其
の
中
に
於
け
る
意
識
の
諸
契
機
の
蓮
動

が
共
の
具
髄
的
形
態
を
な
す
（
敬
・
鳶
α
）
。
師
ち
『
自
然
宗
敏
』
は
直
接
的
存
在
に
本
質
を
認
め
る
封
象
意
識
に
封
諭
し
、
『
藝
術
宗
敢
』
は

自
己
を
木
質
と
な
す
自
己
意
識
に
薬
量
し
、
爾
者
の
綜
合
九
る
『
啓
示
宗
漱
』
は
直
接
的
存
在
と
聯
繋
艀
本
質
と
の
媒
介
相
帥
即
ち
絶
謝
・

贅
論
の
成
立
に
他
な
ら
な
い
。
砒
庭
に
於
て
最
高
の
本
質
が
禽
竜
卑
き
感
量
的
存
在
に
身
を
附
　
す
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
最
も
繰
下
的
な

る
競
合
の
本
質
に
達
す
る
の
で
あ
る
が
（
の
・
い
尊
）
、
斯
く
本
質
が
本
質
で
あ
り
乍
ら
歯
接
的
に
存
在
す
る
こ
と
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ

る
か
。
こ
こ
に
絶
…
封
知
の
成
立
に
幽
す
る
衝
逓
の
問
題
が
あ
る
。
之
に
…
封
ず
る
ヘ
ー
ゲ
ル
の
幽
明
を
結
論
的
に
揚
げ
る
な
ら
ば
、
右
の
啓

示
宗
敏
の
威
立
は
次
の
相
反
せ
る
二
方
向
の
蓬
動
か
ら
威
る
、
即
ち
一
方
に
斯
て
は
基
騰
が
自
己
疎
外
し
て
自
己
意
識
と
な
り
他
方
自
己

意
識
が
自
己
疎
外
し
て
物
性
乃
至
薪
逓
的
自
己
と
な
り
、
此
の
爾
側
面
が
貫
き
あ
ふ
こ
と
に
よ
っ
て
基
軸
と
自
己
、
賃
量
と
主
翼
と
が
媒

介
綜
合
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
G
Q
・
q
戯
）
。
之
は
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
。

　
今
此
の
書
に
於
け
る
意
識
の
自
己
疎
握
の
蓬
動
を
概
槻
す
る
な
ら
ば
、
『
意
識
』
は
思
置
を
客
槻
的
に
認
識
す
る
と
私
寵
し
乍
ら
共
の

法
則
は
實
は
…
二
子
そ
の
も
の
の
法
則
で
は
な
く
自
己
の
如
露
の
内
的
幕
別
に
過
ぎ
ぬ
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
（
の
・
H
6
）
、
…
封
象
は
爾
断
さ

れ
て
内
な
る
菟
の
が
内
な
る
も
の
を
見
る
無
限
性
の
自
畳
に
於
て
『
自
己
意
識
』
が
成
立
す
る
×
の
・
竃
†
鉾
躊
O
）
。
併
乍
こ
こ
に
成
立

せ
る
自
己
意
識
は
自
己
の
否
定
熱
る
他
に
於
け
る
自
　
党
で
は
な
く
軍
に
他
の
慶
棄
な
る
故
に
無
…
封
象
無
内
容
の
思
惟
で
あ
り
（
ス
ト
ア
）
、

封
象
の
喪
失
は
自
已
の
喪
失
で
あ
り
（
ス
ケ
プ
シ
ス
）
、
本
質
を
憧
憬
し
乍
ら
心
情
に
留
る
『
不
幸
の
意
識
』
に
顛
落
す
る
。
こ
こ
か
ら
意

識
と
樹
象
と
の
［
致
の
礁
信
拠
る
『
理
性
』
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
不
幸
の
意
識
が
如
侮
に
し
て
糠
南
と
の
一
致
に
達
し
得
る
か
と



341

曽
ロ
へ
ば
、
自
己
立
思
識
は
同
時
に
物
…
と
い
ふ
形
に
於
け
る
意
識
で
あ
り
（
の
・
一
轟
軌
）
、
物
を
慶
棄
す
る
『
主
』
％
る
と
此
ハ
に
白
【
立
像
…
封
象
の
形

成
に
携
る
『
奴
』
の
意
識
で
も
あ
っ
て
、
『
宝
』
の
否
定
的
威
力
は
却
っ
て
自
己
の
否
定
で
あ
り
、
共
の
否
定
を
畏
怖
と
し
て
経
験
す
る

『
奴
』
に
於
て
却
っ
て
行
爲
へ
の
途
が
開
け
る
の
で
あ
る
。
純
粋
自
己
意
識
の
斯
か
る
自
己
否
定
的
流
動
性
は
同
時
に
、
此
の
意
識
に
よ
「

つ
て
内
化
せ
ら
れ
す
業
の
外
に
脆
落
せ
し
め
ら
れ
拠
物
の
否
定
的
威
力
で
あ
り
（
敬
・
H
α
α
）
、
『
奴
』
の
行
爲
に
於
て
始
め
て
自
己
意
識
は

現
蜜
に
達
し
『
理
性
』
に
高
め
ら
れ
る
。
扱
理
性
は
先
づ
『
蚕
卵
的
理
性
』
と
し
て
自
然
の
槻
察
か
ら
有
機
壁
の
親
蜜
を
経
て
次
第
に
野

象
を
自
己
に
移
し
、
入
相
術
頭
蓋
論
に
進
ん
で
「
物
は
我
」
と
い
ふ
理
性
の
耳
蝉
論
と
は
蓮
の
「
我
に
物
」
と
い
ふ
無
限
鵜
断
に
達
し
、
こ

こ
に
理
性
的
自
己
意
識
の
自
己
實
現
た
る
入
倫
の
圃
が
成
立
す
る
。
頭
蓋
論
に
於
て
理
性
は
自
己
が
物
で
あ
り
純
粋
に
謝
象
的
な
る
物
性

で
さ
へ
あ
る
こ
と
を
見
出
　
し
（
こ
α
・
の
蝋
鼻
）
、
此
の
最
悪
の
段
階
へ
の
到
達
が
更
に
高
次
の
理
性
へ
の
縛
換
を
可
能
な
ら
し
あ
る
（
の
・
悼
軌
。
）
。

陶
『
ち
理
性
倣
郎
…
自
的
に
は
封
象
と
自
己
と
の
一
致
な
る
故
に
、
こ
こ
に
見
出
　
さ
れ
光
…
封
～
蒙
は
形
式
に
於
て
物
で
あ
り
乍
ら
内
容
は
自
己
と

し
て
確
信
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
つ
て
共
の
封
象
は
費
在
的
韮
盤
と
な
り
物
と
我
と
の
統
一
元
る
人
倫
の
園
が
成
立
す
る
（
の
・
戯
9
。
此
の

縄
梯
を
基
膿
旋
ら
し
め
る
の
は
親
俄
事
理
性
に
於
て
見
出
さ
れ
元
物
性
に
他
な
ら
な
い
（
ω
乙
讐
）
。
併
乍
こ
の
統
｝
は
未
だ
直
接
的
確
信

に
過
ぎ
な
い
故
に
自
己
を
脚
賞
現
せ
ん
と
す
る
意
識
は
却
っ
て
一
般
者
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
る
。
即
ち
快
轍
木
の
追
求
は
滋
に
自
己
の
嚢
失
で

あ
り
、
心
胸
の
法
則
は
實
は
顛
倒
で
あ
り
、
徳
を
賢
現
せ
ん
と
し
て
も
そ
れ
は
室
虚
な
僑
念
で
あ
っ
て
世
路
の
離
に
敗
北
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
此
の
封
自
的
な
る
徳
の
敗
北
が
猫
行
歪
な
る
限
り
に
於
て
部
自
存
在
と
封
自
存
在
と
の
相
互
溶
透
と
し
て
の
精
　
量
的
な
る
動
物
の
國

が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
三
共
の
行
爲
は
無
自
畳
的
な
る
故
に
己
を
享
縛
し
乍
ら
「
葱
諭
ハ
の
も
の
」
に
關
る
と
儒
購
す
る
『
誠

實
な
る
意
識
』
に
墜
し
、
之
に
よ
っ
て
「
事
其
の
も
の
」
は
軍
な
る
個
人
の
蓮
語
と
い
ふ
規
定
を
脆
し
て
個
人
を
欄
人
た
ら
し
め
る
絶
封
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一
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理
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3　
　
的
主
語
と
な
る
へ
鉾
ω
o
o
）
。
こ
れ
甑
に
『
人
倫
的
精
紳
』
の
成
立
で
あ
る
が
、
動
物
の
閥
が
『
精
騎
』
π
る
人
倫
的
世
界
に
高
め
ら
れ
る

　
　
九
め
に
は
、
更
に
法
則
定
立
並
に
検
査
○
理
性
が
自
己
を
主
張
し
て
謄
写
か
ら
遊
離
し
濠
落
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
理
性
的
自
己
意
識
の
自

　
　
己
内
行
は
却
っ
て
そ
れ
を
外
か
ら
否
定
的
に
笛
む
一
般
的
基
膿
の
主
鶴
翼
を
結
果
し
、
理
盤
は
此
の
否
定
的
基
雛
へ
の
浸
落
に
於
て
始
め

　
　
て
基
皇
儲
主
簿
と
の
呉
糟
｝
的
統
一
距
る
儲
精
聯
の
段
階
に
進
み
得
る
の
で
あ
る
。
で
こ
に
成
立
す
る
『
精
瓢
騨
臨
は
最
初
は
基
…
麗
と
主
禮
と
の

　
　
直
接
的
統
＝
即
ち
『
翼
賢
な
る
精
紳
』
と
し
て
入
倫
的
世
界
で
あ
る
が
、
此
の
直
接
性
の
故
に
動
線
の
行
爲
に
よ
り
、
而
し
て
行
爲
は
圭

　
　
燈
と
基
壁
と
の
分
裂
な
る
に
よ
り
（
の
・
い
ω
膳
）
、
蓮
命
と
自
己
葱
識
、
紳
の
法
と
人
の
法
と
の
甥
立
が
生
じ
、
此
の
意
識
は
法
の
立
場
に
移

　
　
行
し
室
虚
な
形
式
主
義
に
聾
す
る
。
即
ち
法
は
逼
れ
自
膿
は
帥
且
…
封
自
的
で
あ
り
乍
ら
塞
…
燈
を
失
っ
て
無
内
蓉
で
あ
り
（
ψ
ω
お
）
、
此
の

　
　
自
己
薄
行
に
よ
る
基
層
胆
の
喪
失
は
亦
自
己
の
喪
失
で
あ
っ
て
、
之
に
よ
っ
て
人
倫
的
意
識
は
其
の
疎
外
が
現
實
的
自
己
で
あ
る
『
自
己
疎

　
　
外
の
精
紳
』
に
高
め
ら
れ
る
（
こ
Q
・
ω
慧
）
。
然
る
に
自
己
疎
外
の
精
榊
も
亦
自
己
の
内
部
に
留
る
故
に
現
象
に
封
ず
る
嘲
笑
、
更
に
内
容
な

　
　
き
純
粋
洞
察
及
び
主
槻
附
僧
　
仰
と
な
る
。
之
は
自
己
を
一
切
と
す
る
望
み
辛
の
意
識
乃
至
窪
目
我
の
主
糊
…
曲
糊
…
念
論
で
あ
っ
て
総
総
に
あ
る

　
　
の
は
實
は
物
性
に
他
な
ら
す
（
融
・
轟
O
M
）
、
之
に
面
し
て
啓
蒙
主
義
は
童
槻
的
僧
仰
の
彼
岸
的
分
身
を
此
岸
に
持
仰
り
、
物
の
有
用
性
の
自

　
　
…
覚
に
於
て
［
魔
…
自
己
と
物
と
を
統
一
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
統
一
は
未
だ
表
象
と
し
て
の
直
接
的
統
一
で
あ
っ
て
、
勤
象
が
意
識
に
…
封

　
　
し
て
否
定
的
に
働
く
こ
と
が
な
い
（
こ
Q
・
租
H
）
、
．
即
ち
有
用
性
は
未
だ
蓮
語
に
止
ま
っ
て
室
語
で
は
な
い
故
に
、
意
識
は
猫
此
の
有
用
な
る

　
　
封
象
を
自
己
の
所
有
と
し
て
自
己
の
絶
唐
紅
自
由
を
賢
現
せ
ん
と
す
る
（
訟
・
も
ω
）
。
し
れ
自
己
の
意
志
を
倉
皇
的
意
志
な
り
と
自
負
し
、

　
　
純
粋
に
自
己
の
み
を
封
蒙
と
し
て
翼
の
謝
象
か
ら
自
函
と
な
る
こ
、
」
に
よ
っ
て
却
っ
て
現
實
的
封
象
に
達
し
得
ざ
る
純
粋
否
定
態
で
あ

　
　
り
、
数
ハ
の
行
爲
．
は
無
意
味
な
る
死
に
過
ぎ
な
い
ρ
敬
・
督
G
◎
）
、
此
の
…
絶
…
封
的
支
配
の
死
の
恐
怖
に
於
て
否
定
的
普
癌
研
意
志
を
直
楠
按
に
知
れ



3es

る
意
識
は
、
此
の
否
定
を
自
己
の
知
に
…
媒
介
す
る
こ
と
に
よ
り
斯
か
噛
る
下
馬
的
意
志
の
純
粋
知
と
し
て
自
己
の
本
質
を
知
る
に
到
り
、
斯

く
し
て
自
己
の
疎
外
に
自
己
を
見
出
す
精
榊
は
虜
己
の
思
惟
に
本
質
を
見
出
す
『
道
徳
性
』
に
移
行
す
る
（
こ
な
・
晶
臨
1
こ
○
・
奮
燈
）
。
道
徳
性
の
意

識
は
自
慮
な
る
無
制
約
的
純
粋
義
務
の
知
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
自
然
に
於
け
る
賢
現
を
求
め
る
が
故
に
感
性
の
制
約
を
脆
し
得
す
、
道
徳

の
完
・
陵
は
軍
な
る
要
講
と
し
て
無
限
の
彼
方
に
煙
し
や
ら
れ
る
（
駿
：
鳶
Q
。
）
。
既
の
分
裂
は
行
爲
に
鞭
て
自
携
的
に
は
統
｝
さ
れ
て
み
る
が

行
爲
は
常
に
個
別
的
な
る
故
に
道
徳
的
世
界
親
は
書
逓
的
法
周
へ
の
要
講
か
ら
個
別
的
自
己
の
良
心
に
於
け
る
警
逓
性
の
確
信
に
露
入
す

る
。
『
良
心
』
に
於
て
感
性
と
義
務
、
個
別
と
讐
逓
と
の
分
裂
は
具
膿
的
行
爲
と
し
て
統
一
さ
れ
る
が
、
此
の
呉
騰
性
を
箪
に
雷
表
す
る

の
み
に
て
行
爲
に
於
て
讃
し
な
い
な
ら
ば
、
現
賢
逃
避
の
『
美
し
き
魂
』
と
し
て
一
切
の
残
髄
性
を
喪
失
し
、
．
鞍
馬
な
自
己
の
中
に
自
己

を
失
ふ
。
此
の
悪
を
自
照
し
告
白
繊
署
す
る
と
こ
ろ
に
始
め
て
『
宗
敏
』
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
が
、
唯
自
己
の
み
を
謝
象
と
す
る
美
し

き
魂
の
純
粋
自
我
が
如
何
に
し
て
自
己
を
否
定
し
他
に
於
て
自
己
を
軍
馬
し
得
る
に
到
る
か
。
一
－
以
上
の
甚
だ
粗
雑
な
概
槻
に
於
て
既

に
察
せ
ら
れ
る
如
く
、
精
聯
現
象
學
を
此
ハ
の
部
分
に
於
て
も
登
算
一
に
於
て
も
貫
く
自
已
疎
外
の
…
蓮
動
は
、
空
槻
と
客
…
観
、
意
識
と
繋
象
と

の
無
媒
介
的
統
一
が
鋤
象
の
固
定
と
壮
認
れ
に
よ
る
意
識
の
自
已
摂
行
の
た
め
に
分
裂
し
、
意
識
が
封
象
を
自
己
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
却

っ
て
墓
膿
を
襲
失
し
て
自
己
を
矢
ひ
、
此
の
否
定
の
自
重
に
於
て
他
に
於
て
自
己
を
見
出
　
し
基
…
麗
が
圭
髄
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
高

次
の
統
一
に
同
坐
せ
ら
れ
る
煙
動
で
あ
り
、
意
識
の
斯
か
る
自
己
同
行
の
極
拠
る
道
徳
性
特
に
美
し
き
魂
は
、
之
を
韓
換
物
と
し
て
絶
…
封

手
が
威
外
す
る
契
…
獲
で
あ
り
、
精
紳
現
翠
煙
の
心
機
全
髄
に
於
け
る
頂
黙
を
な
す
。
此
の
自
己
疎
外
の
可
動
を
更
に
考
察
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
右
の
縛
換
の
構
造
を
明
か
に
す
る
こ
と
が
本
論
文
の
課
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
主
盤
と
基
盤
と
の
直
接
的
統
一
允
る
人
倫
的
世
界
を
地
盤
と
し
露
ド
ろ
其
の
止
揚
距
る
自
己
疎
外
の
精
薄
は
、
自
主
の
形
成
に
自
己
を
見

　
　
　
　
　
物
性
の
論
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
一



騒
　
　
　
　
　
　
哲
畢
研
究
　
第
三
百
十
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
ご

3　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
出
す
意
識
と
し
て
、
表
現
例
へ
ば
特
に
古
葉
に
於
て
其
の
本
質
的
性
絡
を
あ
ら
は
に
す
る
。
嘗
葉
は
「
純
粋
自
己
の
現
存
在
し
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も

　
　
語
ら
れ
る
限
り
自
己
の
倭
心
で
あ
り
其
れ
を
措
い
て
自
己
は
な
い
が
、
同
時
に
聞
か
れ
る
客
…
概
的
存
在
と
し
て
軍
に
自
己
の
疎
外
喪
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
　
　
も
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
み
な
ら
す
他
方
自
己
の
疎
外
で
あ
り
、
意
識
に
尊
し
て
却
っ
て
否
定
曲
に
働
き
其
れ
を
規
定
す
る
外
的
存
在
で
あ
る
（
鉾
Q
α
？
砿
・
い
α
も
ゆ
）
。

　
　
自
己
疎
外
は
自
已
棄
却
で
あ
り
誌
面
に
野
す
る
詳
言
の
器
品
性
の
承
認
で
あ
っ
て
、
其
の
自
畳
が
始
め
て
表
現
更
に
人
倫
界
の
統
一
を
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　
　
つ

　
　
能
に
す
る
。
表
現
と
い
ふ
も
そ
れ
が
輩
に
自
己
の
形
成
に
止
ま
り
、
自
己
疎
外
が
箪
に
思
惟
か
ら
存
在
の
磯
出
で
あ
る
な
ら
ば
、
疎
外
が

　
　
’
疎
外
拠
る
意
味
は
失
は
れ
表
現
存
在
の
媒
介
性
毛
喪
失
す
る
。
然
る
に
此
の
客
槻
の
超
越
的
…
封
立
性
否
定
酌
外
在
性
を
無
硯
し
て
主
擬
の

　
　
内
在
的
叢
誌
性
を
烹
補
し
自
已
の
疎
外
に
自
己
の
み
を
認
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
言
葉
乃
至
表
現
更
に
人
倫
的
世
界
の
『
精
農
』
的
続
一

　
　
は
破
れ
て
意
識
は
饗
象
か
ら
遊
離
し
て
基
盤
を
失
っ
て
透
明
と
な
り
、
他
方
封
象
は
甥
象
留
る
意
味
を
失
ぴ
意
識
に
と
っ
て
は
無
縁
な
る
．

　
　
外
的
存
在
邸
ち
物
性
　
般
と
し
て
認
識
の
外
に
都
落
す
る
。
此
虚
に
葭
我
の
生
成
が
同
時
に
物
性
の
定
立
で
あ
る
と
い
ふ
慮
己
疎
外
の
二

　
　
重
性
が
存
す
る
。
自
已
疎
外
は
自
己
の
二
化
で
あ
る
が
其
の
外
化
に
自
己
を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
意
識
は
蓮
に
自
己
内
行
ず
る
の
で
あ

　
　
り
、
斯
か
る
意
識
に
と
っ
て
は
外
幕
が
却
っ
て
内
化
で
あ
っ
て
、
他
断
惑
の
内
化
に
よ
っ
て
棄
却
せ
ら
れ
九
…
封
象
は
意
識
の
外
な
る
物
性

　
　
と
し
て
定
立
せ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
。
鍵
に
越
べ
距
不
幸
の
意
識
「
平
帯
ハ
の
も
の
」
に
認
る
誠
費
の
意
識
乃
至
法
剛
定
立
並
び
に
槍
査

　
　
の
理
性
・
又
『
精
紳
』
に
於
け
る
法
の
立
場
や
絶
幕
際
自
由
の
立
場
更
に
道
徳
的
世
界
観
等
は
凡
て
斯
か
る
意
識
の
自
己
内
行
の
形
態
で
あ

　
　
つ
て
、
共
れ
の
否
定
的
肉
畳
が
冷
機
の
主
燈
化
と
し
て
夫
汝
の
段
階
に
於
け
る
よ
り
高
次
の
統
　
を
欝
す
。
其
甘
め
に
は
右
の
如
き
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が

　
　
の
自
己
内
行
に
よ
っ
て
一
度
意
識
と
漢
籍
思
惟
と
存
在
と
が
分
裂
し
夫
汝
が
共
の
爾
極
に
迄
徹
底
せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
而
し
て

　
　
之
等
凡
て
の
段
階
を
含
む
精
榊
現
象
學
全
盤
を
貫
く
意
識
の
自
己
内
行
が
其
の
極
に
迄
徹
底
せ
ら
れ
旋
の
が
郎
ち
馬
良
心
』
に
於
け
る
『
美



34ろ

し
き
魂
』
に
他
な
ら
な
い
。

　
道
徳
的
意
識
は
謬
れ
に
先
立
つ
自
己
疎
外
の
精
榊
の
右
の
如
き
分
裂
を
自
己
自
身
の
知
に
居
て
統
…
せ
る
意
識
で
あ
り
、
其
の
封
象
は

純
粋
知
な
る
故
に
写
象
と
自
己
と
・
は
一
致
し
自
己
の
現
賢
性
は
岡
時
に
萬
人
の
現
官
性
℃
あ
る
。
此
庭
に
於
て
始
め
て
意
識
は
讐
湿
的
本

質
純
粋
義
務
絶
…
封
的
自
由
に
到
達
す
る
。
然
る
に
筈
懸
的
な
る
べ
き
其
の
知
は
自
己
の
知
で
あ
り
、
純
粋
義
務
を
賢
現
す
べ
欝
欝
の
行
爲

は
堂
…
に
感
性
に
纒
は
れ
る
故
に
、
絶
甥
的
自
費
の
確
信
に
於
て
意
識
と
存
在
と
は
分
離
し
、
意
識
が
自
前
に
な
れ
ば
な
る
程
富
津
的
存
在

も
亦
意
識
か
ら
自
由
と
な
り
意
咲
　
を
失
っ
て
、
謂
は
里
自
然
一
般
と
な
る
（
融
・
奮
U
）
。
而
も
道
坤
偲
的
意
識
の
現
｛
質
性
は
行
爲
に
あ
る
故
普

遍
的
義
務
を
本
質
と
す
る
肺
迫
徳
的
世
界
槻
の
二
律
背
反
が
若
鮎
起
せ
ら
れ
、
道
坤
偲
性
と
山
辛
薦
、
題
額
と
感
…
性
と
い
ふ
二
軍
の
分
一
裂
の
統
一
は

軍
な
る
要
請
に
止
ま
り
、
途
に
達
せ
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
綿
…
…
封
的
課
題
拠
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
晶
鄙
ち
道
穣
…
的
に
し
て
一
同
時
に
現
｛
賞
的
な
る

も
の
は
な
い
と
雷
は
れ
る
（
む
Q
・
禽
ω
〉
。
之
に
封
し
て
蝿
の
意
識
は
猫
純
粋
義
務
を
蹟
指
し
て
北
ハ
の
義
務
の
故
に
あ
る
べ
き
許
逓
的
立
法
者

を
現
血
買
の
彼
此
序
に
立
て
る
が
、
そ
れ
も
賢
は
考
へ
ら
れ
距
表
象
に
脱
ぎ
す
、
却
・
つ
て
自
已
の
濫
徳
的
不
虐
兀
登
を
承
認
す
る
に
渦
ぎ
な
い
。

斯
　
く
て
道
徳
的
意
識
は
晶
轡
置
を
軍
ね
て
骨
バ
の
矛
盾
…
を
曝
露
…
し
て
自
己
に
還
慶
す
る
。
此
自
己
に
墨
入
せ
る
意
識
が
良
心
で
あ
り
、
道
徳
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塾

意
識
の
達
し
得
な
か
つ
距
潜
勢
性
は
悪
擦
に
於
て
墨
田
自
身
の
確
・
賢
性
と
し
て
自
己
内
に
移
さ
れ
、
撹
徳
的
世
界
槻
が
無
限
の
彼
岸
に
要

渋
し
た
純
粋
義
務
は
今
や
此
の
個
別
的
自
己
に
激
て
達
せ
ら
れ
て
み
る
。
人
倫
的
世
界
に
於
て
は
直
接
駒
統
一
の
故
に
室
虚
で
あ
り
、
自

己
疎
外
の
出
遅
更
に
道
徳
的
意
識
に
於
て
は
分
裂
し
て
み
た
自
己
と
存
在
意
識
と
野
立
、
出
遅
と
感
性
等
は
良
心
に
鞭
て
始
め
て
具
磯
的

に
伸
視
一
さ
れ
、
〃
誠
｛
賞
な
る
意
識
に
於
け
る
無
内
蓉
の
「
事
其
の
も
の
」
は
此
藤
に
内
蓉
を
與
へ
ら
れ
て
蹴
ハ
の
墓
驚
挫
は
主
盤
性
に
献
W
ぜ
ら

れ
る
。
離
騨
ち
良
心
は
自
己
自
身
一
の
確
信
が
其
の
儒
証
日
編
…
性
で
あ
り
、
墓
盤
は
凡
て
、
主
思
に
包
凝
せ
ら
れ
る
如
き
曹
逓
的
純
粋
自
我
で
あ
っ

　
　
　
　
物
糠
一
の
論
胴
叡
蟷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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四

て
、
之
が
現
賢
豊
艶
爲
で
あ
る
限
り
自
騰
的
に
は
他
か
ら
認
め
ら
れ
る
帥
自
的
契
機
を
有
す
る
が
、
野
自
的
に
は
共
の
行
爲
は
直
接
に
養

鰻
的
で
あ
む
、
而
し
て
此
の
意
識
は
純
粋
に
封
慮
的
な
る
故
に
、
共
れ
が
純
粋
に
な
り
筈
懸
性
に
蓬
ぜ
ん
と
す
れ
ば
す
る
程
幾
遍
的
基
機

を
喪
配
し
、
激
儲
れ
に
勤
立
す
る
他
碧
は
射
れ
に
内
化
せ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
虹
ハ
の
外
に
脆
落
せ
し
め
ら
れ
る
。
帥
ち
前
掛
の
如

く
他
馨
定
に
よ
る
異
の
定
立
鐘
っ
て
非
我
の
定
立
な
の
で
あ
る
。
黒
し
て
漸
く
他
我
を
嚢
た
ら
し
め
る
華
華
時
は
自
我

を
竜
非
我
九
ら
し
め
る
こ
と
で
あ
る
。
他
を
認
め
な
い
こ
と
は
他
か
ら
竜
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
り
、
基
層
の
蔓
失
は
意
識
な
き
霞
然

的
存
在
に
聾
す
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
（
¢
禽
）
、
銑
に
滋
賀
的
世
界
概
の
眞
理
蛙
は
自
然
を
斥
け
旋
意
識
が
費
は
思
惟
物
で
あ
り
、
否

定
さ
る
べ
き
自
然
的
存
在
が
却
・
つ
て
自
己
で
あ
る
と
自
記
さ
れ
る
勲
に
存
し
九
（
敬
・
章
ω
）
。
斯
く
し
て
ロ
ハ
管
自
己
内
に
筆
入
す
る
こ
と
に

よ
σ
て
内
心
の
盤
は
聯
の
盤
と
確
信
す
る
に
到
つ
悦
純
緯
自
我
が
『
美
し
き
「
魂
』
で
あ
り
、
其
の
封
象
は
完
全
に
透
明
で
あ
っ
て
彼
の
自

己
に
他
な
ら
す
、
瀧
ハ
の
言
葉
は
他
に
よ
っ
て
聞
か
れ
る
こ
と
な
く
誼
接
に
塞
し
く
自
己
に
露
る
劔
に
漫
ぎ
す
、
自
ら
の
純
粋
性
を
現
實
に

よ
っ
て
汚
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
て
五
趣
に
撃
て
自
巴
を
賢
現
す
る
力
な
く
、
唯
現
費
か
ら
逃
煙
し
て
自
己
に
沈
潜
す
る
此
の
意
識
は
、
自

盤
的
に
は
最
も
室
虚
で
あ
り
他
に
よ
っ
て
承
認
せ
ら
れ
ざ
る
物
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
之
を
自
運
塗
せ
す
し
て
個
渤
的
な
る
此
の
自
已
が
警

量
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
故
に
美
し
き
魂
は
悪
と
雷
は
れ
ろ
。
之
は
父
同
時
に
他
を
も
物
た
ら
し
め
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
寧
ろ
自
己

の
耳
蝉
樽
…
を
童
聾
し
て
駅
逓
に
背
き
、
他
の
猫
立
性
を
否
定
し
て
自
己
を
も
他
を
竜
物
に
堕
す
の
が
悪
で
あ
る
。
斯
く
し
て
物
は
我
な
り

と
確
信
し
非
我
を
否
定
し
て
自
我
を
定
立
す
る
圭
親
的
槻
念
論
更
に
共
の
徹
底
拠
る
『
美
し
き
魂
』
の
純
粋
自
我
は
、
其
れ
に
よ
っ
て
却

っ
て
異
を
も
嚢
量
し
て
み
る
の
で
あ
り
、
最
も
素
紮
憲
欝
意
識
其
の
峯
は
「
こ
の
も
の
」
と
慰
「
あ
の
含
し
と
書

ひ
得
ざ
る
如
き
物
～
般
か
ら
始
め
て
其
の
封
象
を
次
第
に
自
己
に
包
撰
し
自
己
を
疎
外
し
て
物
性
を
定
立
す
る
と
土
ハ
に
勤
象
か
ら
臼
己
に
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豊
猟
し
、
共
の
自
己
曳
行
の
極
た
る
美
し
き
魂
に
於
て
土
葬
的
自
我
に
達
す
ろ
こ
と
に
よ
っ
て
却
っ
て
最
初
の
感
量
的
意
識
の
封
象
た
る

物
に
錦
つ
た
○
で
あ
る
。
醜
に
『
自
己
疎
外
の
精
紳
』
に
於
け
る
主
親
的
耳
許
乃
製
純
律
澗
察
○
純
律
思
惟
は
｝
切
○
隈
瑚
を
喪
央
せ
る

華
語
な
き
絶
封
と
し
て
…
聯
に
「
あ
り
」
と
言
は
れ
る
の
み
の
純
弊
物
質
に
他
な
ぢ
す
、
思
惟
は
物
性
で
3
5
り
物
性
．
は
思
惟
で
あ
っ
た
（
の
・

も
磨
製
も
δ
）
。
斯
か
る
自
已
内
報
と
自
已
疎
外
の
章
動
は
比
喩
納
に
「
第
一
圃
」
の
如
く
瞬
式
化
す
る
こ
と
が
繊
漁
る
で
あ
ら
う
。
互

に
共
の
頂
黙
を
他
の
底
の
中
心
に
置
き
爾
底
は
無
限
大
に
し
て
五
に
並
行
な
る
如
き
棚
交
…
肥
す
る
二
つ
の
園
錐
膿
O
A
8
・
0
1
潔
8
1
に
於

Bへ○A
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
B

＋
　
D
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
　
　
、
、
、
，
　
　
　
　
　
～

、
　
、
　
∴
　
　

－
…
ゆ

ノ
　
ー
ノ
レ
　
＼
－
、
、
ノ

　
　
　
　
　
e
　
　
　
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
A
個一三）

て
、
前
線
を
慧
識
の
領
域
後
者
を
封
象
の
領
域
と
し
、
圓
潔
謝
は
感
畳
の
封
象
界
距
る
物

一
般
と
す
る
な
ら
ば
其
麗
に
於
け
ろ
意
識
は
黙
0
を
以
て
表
さ
れ
る
。
而
し
て
意
識
の
獲

展
は
自
己
斜
行
で
あ
り
物
を
自
己
に
化
し
非
我
を
克
服
し
て
自
我
を
定
立
す
る
纒
鋤
な
る

故
0
か
ら
A
8
に
到
る
圓
錐
O
A
8
に
於
て
考
へ
ら
れ
、
此
の
自
我
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ

包
桶
…
せ
ら
れ
て
ゆ
く
存
在
の
響
動
は
卍
酬
か
ら
α
に
到
る
闘
錐
0
1
恵
ル
に
於
て
考
へ
ら
れ

る
。
圓
A
8
は
郎
…
ち
菩
露
量
に
到
達
せ
る
純
粋
自
我
で
あ
っ
て
、
其
庭
に
於
け
る
封
象
的
存
在
は
憂
く
自
我
に
包
馴
せ
ら
れ
掩
極
限
と
し

て
勲
α
を
以
て
麦
さ
れ
る
。
〈
平
鋼
錐
膿
が
変
錯
し
て
つ
く
る
圓
は
自
我
と
封
象
と
の
直
接
的
調
和
と
し
て
の
人
倫
的
高
齢
に
相
帯
す
る
）

然
る
に
轟
々
の
「
即
く
自
我
の
定
立
は
同
時
に
非
我
の
定
立
で
あ
り
純
粋
自
我
の
世
界
は
却
っ
て
物
の
…
世
界
に
他
な
ら
な
い
故
に
、
0
か
ら

A
丑
に
到
る
自
我
の
定
立
は
同
時
に
0
1
か
ら
慮
⑧
に
到
る
物
理
の
生
戯
と
粗
件
ぴ
圓
A
B
は
闘
潔
8
1
に
粕
重
っ
て
爾
圓
錐
盤
は
方
向
を
逆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ラ
ベ
マ
イ
ナ
ス

に
す
る
の
み
で
賓
は
棚
合
致
す
る
一
つ
の
圓
錐
驚
に
他
な
ら
な
い
。
尊
爵
錐
…
斑
0
及
び
α
を
夫
々
十
餉
響
の
符
號
を
以
て
呼
ぶ
な
ら
ば
、
十

の
増
大
は
一
の
壌
大
で
あ
り
十
の
無
限
大
は
同
時
に
…
の
無
限
大
な
の
で
あ
る
。
從
っ
て
純
・
粋
自
我
の
到
達
せ
る
物
の
世
界
は
軍
な
る
感

　
　
　
　
　
物
性
の
譲
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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哲
墨
み
鱗
究
　
　
隼
三
百
十
・
三
暴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

髭
的
意
識
の
鋤
象
界
で
は
な
く
、
圏
A
R
と
圓
ざ
矧
と
の
祁
罵
れ
る
二
重
の
無
限
園
、
自
我
竜
他
我
竜
共
に
非
我
で
あ
る
と
い
ふ
意
昧
で

十
と
｝
と
を
共
に
含
む
二
窺
の
物
の
靴
界
で
あ
る
。
斯
か
る
極
限
の
世
界
を
私
は
假
り
’
に
物
性
の
世
界
と
名
付
け
よ
う
と
思
ふ
Q
其
れ
は

右
の
如
き
意
味
に
於
け
る
二
軍
の
物
の
世
界
、
内
学
的
自
我
の
極
限
で
あ
っ
て
自
［
我
を
否
定
的
に
包
み
、
着
れ
に
よ
っ
て
存
在
と
自
我
と

が
共
に
成
立
す
る
と
こ
ろ
の
隠
蟹
的
華
盤
で
あ
り
、
「
現
存
在
の
夜
」
（
の
・
お
り
）
「
激
騰
の
夜
即
ち
純
粋
個
別
性
し
（
ζ
ρ
・
軌
。
ト
。
）
「
物
性
即
ち
薪

逓
的
自
己
」
（
磁
・
姻
戯
）
等
と
呼
ば
れ
て
み
る
も
の
に
相
撮
す
る
。
未
だ
知
畳
と
な
ら
な
い
感
畳
の
…
封
象
九
る
物
は
無
差
別
的
物
一
般
、
有

で
も
な
く
無
で
も
な
い
否
群
馬
一
般
で
あ
る
が
、
意
識
の
封
象
允
る
限
り
意
識
の
虚
聞
的
内
的
な
る
に
幽
し
て
其
れ
は
室
…
間
的
外
駒
な
る

…封

ﾛ
の
契
機
で
あ
り
、
其
れ
に
よ
つ
て
存
在
が
成
立
す
る
自
然
の
契
機
で
あ
っ
距
。
併
乍
純
粋
自
我
の
極
限
允
る
物
性
の
世
界
は
箪
に
斯

か
る
無
差
別
的
劃
一
般
乃
東
所
謂
物
質
と
か
自
然
と
か
で
は
な
く
、
　
一
度
意
識
に
よ
つ
て
否
定
さ
れ
築
山
れ
故
に
分
裂
を
含
む
と
こ
ろ
の
存

在
の
無
自
畳
畳
統
一
態
（
澱
・
尊
8
）
、
物
質
に
滲
透
さ
れ
た
精
琳
に
し
て
同
時
に
精
…
榊
に
濠
　
透
さ
れ
九
物
質
で
あ
り
、
無
差
別
漏
壷
の
蓮
績

態
に
漏
し
て
到
る
庭
に
糠
裂
を
含
む
封
静
的
分
極
性
否
定
的
変
登
窯
よ
り
な
る
緊
張
の
世
界
、
十
と
［
と
の
同
…
で
あ
り
乍
ら
十
で
も
一

で
も
な
い
絶
封
的
否
定
態
で
あ
る
。
普
懸
惟
に
到
達
せ
る
自
我
は
却
っ
て
自
己
を
偶
然
的
物
日
ら
し
め
ん
と
し
て
迫
っ
て
く
る
物
性
の
ロ
バ

中
に
自
己
を
見
出
し
、
全
盤
を
包
話
せ
る
自
我
は
實
は
波
立
つ
大
海
原
に
漂
ふ
鮎
の
如
き
も
の
で
あ
っ
旋
の
で
あ
る
。
共
れ
は
到
る
燵
が

中
心
と
な
る
如
き
無
限
園
で
あ
り
乍
ら
自
己
の
否
定
的
自
発
な
き
故
に
何
」
庭
に
も
中
心
な
き
圓
で
あ
り
、
封
蒙
を
汲
み
書
し
て
自
ら
光
と

な
つ
π
自
我
の
渡
落
す
る
闇
で
あ
る
。
之
は
輩
に
凡
て
の
牛
が
黒
く
な
る
室
虚
な
闇
（
こ
Q
・
お
）
で
は
な
く
、
自
我
を
物
に
化
し
凡
ゆ
る
意

識
の
醍
別
を
絶
し
て
外
か
ら
之
を
呑
ま
ん
と
し
て
襲
び
か
か
る
暗
き
蓬
命
で
あ
る
。
此
の
否
定
に
顧
服
し
て
自
ら
物
に
堕
す
る
こ
と
が
悪

に
他
な
ら
な
い
。
此
麗
に
物
牲
、
が
叢
れ
自
身
は
寅
然
で
も
な
く
悪
で
竜
な
い
否
定
態
で
あ
り
乍
ら
、
　
一
方
に
煮
て
自
然
の
根
抵
で
あ
り
他
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方
に
於
て
悪
の
可
能
の
根
三
業
る
所
以
が
存
す
る
。
軍
な
る
自
然
は
悪
で
は
な
い
が
自
然
に
化
せ
る
意
識
、
圃
定
せ
る
存
在
は
悪
で
あ

り
、
覚
ハ
れ
故
に
悪
な
る
美
し
壷
魂
は
普
養
性
に
封
ず
る
自
己
主
張
に
し
て
同
時
に
自
已
を
も
他
を
も
物
允
ら
し
め
る
意
識
で
あ
っ
旋
の
で

あ
る
。
其
の
裏
側
が
物
性
に
他
な
ら
な
い
。
然
ら
ば
此
の
悪
の
赦
琵
、
蓮
命
と
の
和
解
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
其
の
成
就
が

『
宗
敏
』
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
宗
敏
』
が
『
美
し
き
魂
』
に
績
き
而
も
共
の
最
初
の
段
階
が
『
光
の
本
質
』
で
あ
る
こ
と
の
深
き
意
味
が

理
解
せ
ら
れ
る
。
『
光
の
木
質
』
は
一
切
を
光
被
す
る
本
質
、
概
念
の
み
の
光
明
で
あ
り
乍
ら
覚
ハ
れ
赦
に
同
時
に
一
切
、
が
共
の
中
に
解
溝

せ
ら
れ
る
闇
で
あ
り
、
思
惟
と
現
費
と
の
相
五
滲
透
を
陰
獣
と
す
る
純
紳
自
我
乃
至
精
紳
に
満
癒
さ
れ
距
存
在
一
般
で
あ
り
、
形
な
き
形

と
し
て
一
其
の
巾
・
か
ら
存
在
が
産
出
［
さ
れ
る
庭
の
基
無
性
一
般
で
あ
っ
て
、
『
宗
敏
』
の
最
初
の
形
能
心
と
し
て
精
…
榊
現
象
學
の
最
初
の
感
畳

的
意
識
に
勤
恋
す
る
と
同
時
に
、
『
美
し
き
魂
』
か
ら
『
宗
敏
』
に
到
る
…
媒
介
と
し
て
自
我
と
存
在
と
の
分
極
に
於
け
る
一
瓢
で
あ
っ
て
、

正
し
く
右
の
物
性
界
に
粗
當
す
る
の
で
あ
る
。
．

　
啓
示
｛
示
敏
が
啓
示
宗
敏
得
る
所
以
は
醜
蓮
の
如
く
、
右
の
…
聯
立
が
否
定
的
に
媒
介
綜
A
口
せ
ら
れ
讐
逓
的
木
質
が
共
の
儘
一
児
ら
れ
聞
か
れ

誤
れ
ら
れ
る
現
・
賢
存
在
と
し
て
直
接
に
存
在
す
る
黙
に
存
す
る
。
併
置
そ
れ
が
軍
に
直
接
的
表
象
に
止
ま
り
自
己
に
於
て
呉
盤
的
に
自
畳

さ
れ
な
い
な
ら
ば
概
念
の
知
郎
ち
絶
…
熊
蝉
に
達
す
る
こ
と
は
出
　
來
な
い
。
我
で
も
な
く
物
で
も
な
く
如
何
な
る
櫨
語
を
も
斥
け
意
識
に
封

し
て
全
く
無
縁
で
あ
り
乍
ら
甫
も
外
か
ら
之
を
呑
ま
ん
と
し
て
迫
る
闇
の
愚
書
が
、
翼
に
我
を
も
物
を
も
支
へ
る
基
盤
た
る
意
味
を
あ
ら

は
し
、
門
川
れ
に
よ
っ
て
我
は
却
っ
て
物
で
あ
．
り
物
は
却
っ
て
我
で
あ
る
と
い
ふ
交
互
藤
換
の
自
説
が
威
立
す
る
の
は
何
に
よ
っ
て
で
あ
る

か
。
も
と
美
し
き
魂
㎝
が
悪
で
あ
っ
究
の
は
、
共
れ
が
…
封
他
｛
仔
在
と
し
て
人
倫
…
的
墓
贈
…
の
上
に
成
立
す
る
も
の
で
あ
り
乍
ら
行
爲
に
於
て
他

と
結
ば
れ
る
こ
と
な
く
、
逆
に
其
の
行
爲
に
点
て
自
己
が
汚
さ
れ
る
こ
と
を
怖
れ
て
自
己
内
に
沈
潜
す
る
黙
に
存
し
允
。
若
し
も
此
の
悪

　
　
　
　
物
！
糠
画
の
論
…
繍
仙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
學
研
究
第
三
胃
＋
三
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

3　
　
の
告
白
職
悔
を
通
し
て
他
を
認
め
、
父
母
か
ら
認
め
ち
れ
る
行
爲
に
自
己
の
木
質
を
自
適
す
る
な
ら
ば
、
既
に
赦
琵
宥
和
は
威
就
さ
れ
て

　
　
み
る
。
併
乍
悪
の
告
白
も
猫
自
己
の
告
白
で
あ
る
限
り
流
動
的
濡
滅
的
自
己
周
一
で
あ
り
、
途
に
現
存
在
に
達
し
得
な
い
庭
に
不
幸
の
意

　
　
識
允
る
美
し
き
魂
の
最
高
の
背
叛
が
あ
っ
距
（
訟
・
慧
○
。
）
。
斯
か
る
悪
な
る
純
粋
自
我
の
我
性
を
滅
し
、
其
れ
を
死
に
到
ら
し
め
ろ
蓬
命
の
・

　
　
否
定
が
物
性
の
働
萱
に
他
な
ら
す
、
其
の
死
を
携
ん
で
猫
自
己
に
執
着
す
る
こ
と
が
悪
で
訪
り
、
之
に
反
し
て
此
の
死
を
自
己
の
死
と
し

　
　
て
自
ら
死
ぬ
こ
と
、
此
の
死
の
自
発
の
み
が
甦
生
の
道
を
開
く
の
で
あ
る
。
極
限
と
は
其
威
に
於
て
逆
の
方
向
へ
の
蓬
動
が
始
ま
る
韓
換

　
　
黙
を
意
味
し
、
堪
忍
を
否
定
す
る
の
で
は
な
く
否
定
ぜ
し
め
ら
れ
る
徹
底
的
受
動
血
る
死
が
此
の
縛
換
黙
で
あ
り
、
此
の
弊
換
に
於
て
基

　
　
盤
は
主
膿
と
な
り
受
動
は
却
っ
て
能
動
で
あ
る
。
死
の
半
畳
に
於
て
十
で
も
な
く
［
で
も
な
い
絶
封
否
定
態
は
十
で
も
あ
り
｝
で
竜
あ
る

　
　
絶
封
肯
定
態
に
韓
ぜ
ら
れ
、
何
庭
に
も
中
心
な
凌
絶
鋤
駒
動
播
の
無
限
圓
は
到
る
塵
が
垂
心
九
る
園
に
充
費
せ
ら
れ
、
物
性
の
分
裂
の
底

　
　
か
ら
絶
謝
無
の
超
越
的
普
遜
が
現
成
す
る
の
で
あ
る
。
而
し
て
行
爲
は
我
が
我
で
な
く
な
り
物
が
物
で
な
く
な
る
こ
と
犠
る
故
に
常
に
斯

　
　
か
る
死
の
意
味
を
搬
ひ
、
愚
惟
と
存
在
、
普
遍
と
個
と
が
絶
封
的
に
肛
媒
介
さ
れ
る
韓
一
換
黙
を
な
す
（
の
・
い
U
轟
一
の
・
U
U
U
）
。
行
爲
の
媒
介
允

　
　
る
身
金
が
既
に
軍
に
意
識
に
内
在
的
と
解
す
べ
か
ら
ざ
る
他
者
の
臨
を
有
し
、
共
の
意
味
で
物
性
を
根
抵
と
す
る
の
で
あ
り
、
．
其
の
物
性

　
　
の
否
定
出
自
畳
允
る
行
爲
に
於
て
存
在
は
意
識
と
な
り
意
識
は
存
在
と
し
て
現
燃
す
る
。
憂
欝
も
七
竃
に
於
て
始
め
て
具
禮
的
と
な
る
の

　
　
で
あ
る
。
…
從
っ
て
物
性
は
意
識
を
死
に
脅
す
否
定
態
靴
る
と
同
時
に
、
蛭
ハ
の
否
定
の
否
定
た
る
行
爲
に
総
て
肯
定
に
韓
ぜ
ら
れ
る
存
在
の

　
　
根
源
と
解
せ
ら
れ
る
。
斯
か
る
自
己
否
定
の
行
爲
が
始
め
て
献
燈
的
自
由
で
あ
り
深
田
の
根
紙
は
同
じ
く
物
性
の
否
定
態
で
あ
っ
て
、
共
の

　
　
物
性
に
働
か
れ
て
絶
…
動
的
晋
懸
に
背
く
悪
の
可
能
を
請
し
つ
つ
、
猫
共
の
否
定
を
自
己
否
定
の
行
爲
に
於
て
絶
…
封
的
肯
完
に
韓
す
る
の
が

　
　
善
に
他
な
ら
な
い
。
斯
か
る
存
在
の
根
抵
に
し
て
同
時
に
悪
の
可
能
の
原
理
拠
る
物
性
の
否
定
態
を
、
自
己
の
否
定
に
於
て
絶
野
の
肯
定



σ

3e’1

に
製
す
る
行
爲
の
主
上
に
し
て
始
め
て
肉
感
と
雷
ふ
こ
と
が
患
來
る
。
之
を
比
喩
的
に
岡
式
を
用
ひ
て
表
せ
ば
、
「
第
二
圃
」
に
於
て
自
、

BA

十

0
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我
の
世
界
O
A
分
と
存
在
の
世
界
0
忠
捌
と
が
否
定
的
に
…
媒
介
さ
れ
る
鰍
…
0
を
行
爲
と
考

へ
る
こ
と
が
嵐
來
よ
う
。
然
る
に
物
性
の
三
界
は
園
A
筋
D
と
圓
忍
鼓
と
の
一
致
な
る
故

に
、
．
爾
國
錐
膿
は
懸
樋
を
共
の
動
的
尖
端
と
す
る
｝
つ
の
圓
錐
盤
に
棚
重
り
、
我
の
十
と

物
の
一
と
の
分
裂
妙
筆
一
九
る
絶
封
的
［
を
、
両
者
の
具
騰
的
統
二
九
る
絶
…
封
的
十
に
齎
す

の
が
行
爲
に
他
な
ら
な
い
。
行
爲
は
概
念
の
統
一
の
分
裂
で
あ
る
と
同
時
に
共
の
分
裂
の

統
一
な
の
で
あ
る
（
敬
・
瓠
器
）
。
共
の
意
味
で
此
の
圖
式
に
於
け
る
＋
と
一
と
を
夫
々
讐
癒
的
本
質
及
び
其
れ
の
否
定
態
と
考
へ
る
こ
と
も

出
殺
る
。
廿
日
遍
的
木
質
碍
管
ハ
れ
自
身
物
性
の
否
定
に
媒
介
さ
れ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
相
…
封
鼻
聾
に
劃
す
る
こ
と
な
き
編
脚
勤
無
血
る
と
と

が
滋
來
、
物
性
竜
行
爲
に
於
て
始
め
て
呉
禮
的
と
な
る
契
機
に
透
ぎ
な
い
故
、
之
が
二
元
論
を
意
味
せ
ざ
る
こ
と
は
言
ふ
迄
も
な
い
。
本

質
と
共
の
否
定
態
と
が
互
に
媒
介
し
あ
っ
て
み
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
爲
は
可
能
で
あ
り
（
ω
・
頓
o
o
）
、
簿
ろ
行
爲
は
此
の
…
媒
介
其
の
も
の

に
他
な
ら
な
い
。
斯
く
し
て
一
方
に
於
て
普
遮
的
木
質
が
自
己
を
棄
却
し
て
自
然
的
存
在
と
な
る
と
共
に
自
然
的
存
在
が
否
定
さ
れ
て
本

質
と
な
る
こ
と
で
あ
り
、
他
方
我
が
臨
己
を
否
定
し
て
物
と
な
る
と
悲
ハ
に
溜
物
が
却
っ
て
我
と
な
る
こ
と
で
あ
る
と
い
ふ
自
己
疎
外
の
二
重

の
二
軍
性
が
自
畳
さ
れ
、
悲
禮
は
主
壁
と
な
り
、
我
と
物
、
幾
遍
と
個
と
の
統
一
挙
る
啓
示
宗
敏
の
内
容
帥
ち
絶
封
精
榊
が
始
め
て
成
就

さ
れ
る
。
他
に
撃
て
自
己
を
見
禺
す
『
糖
榊
』
も
遡
れ
を
地
盤
と
す
る
表
現
も
、
共
の
背
後
に
斯
か
る
物
性
を
嬉
し
そ
れ
に
於
け
る
死
の
．

桜
貝
に
媒
介
せ
ら
れ
て
始
め
て
其
幾
化
さ
れ
る
。
此
の
死
の
韓
換
の
費
現
の
尖
端
が
行
爲
で
3
3
り
、
右
の
圓
環
的
野
動
の
自
畳
が
絶
封
知

に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
物
続
画
の
論
幽
蝶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
七
九
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併
乍
翻
っ
て
考
へ
れ
ば
、
行
爲
は
人
倫
的
臨
書
に
企
て
始
め
て
威
近
し
、
『
美
し
き
魂
』
の
悪
の
赦
免
は
具
誘
惑
に
は
他
を
認
め
他
に

よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
我
と
汝
と
の
共
聞
態
の
自
侭
で
あ
る
故
・
に
、
行
爲
に
於
け
る
物
我
相
郎
…
は
…
早
に
我
に
於
け
る
内
外
梱
帥
に
止
ま
ら
す

自
他
の
否
定
的
…
媒
介
の
虚
夢
で
な
け
れ
ば
な
ら
す
、
蹴
了
ろ
此
の
共
痴
態
の
白
一
議
に
於
て
我
に
於
け
る
物
我
相
即
竜
成
立
す
る
と
言
は
ね
ば

な
ら
な
い
。
而
し
て
物
性
は
純
粋
自
我
の
裏
面
と
し
て
既
に
入
倫
酌
基
驚
の
基
面
怒
る
意
味
を
有
し
、
行
爲
に
よ
る
其
れ
の
主
蜷
化
ぱ
軍

に
自
然
の
成
立
で
は
な
く
し
て
就
耳
払
遜
ハ
醐
態
の
威
立
で
あ
る
。
此
の
共
同
態
は
も
は
や
日
日
遽
そ
個
と
の
薩
接
的
調
和
罷
る
人
倫
的
世
界

で
竜
な
ぐ
、
又
軍
に
互
に
認
め
あ
ふ
並
存
的
直
接
的
立
入
の
關
係
で
竜
な
く
、
凡
て
の
綱
を
否
定
的
に
包
む
物
性
の
室
膿
化
と
し
て
普
癒

的
絶
封
的
共
　
同
素
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
既
に
啓
示
宗
敏
に
於
け
る
信
仰
は
偶
入
的
蓑
象
に
立
て
で
は
な
く
表
象
が
基
壁
と
な
れ
る
普
逓

的
意
識
即
ち
敏
團
に
於
て
始
め
て
呉
膿
化
せ
ら
れ
た
（
こ
像
・
い
ω
目
）
。
併
し
共
れ
が
宥
和
を
遠
き
將
來
に
お
く
内
穽
な
き
形
式
に
漿
さ
ざ
る
拠

め
に
は
、
其
の
共
同
態
は
軍
に
逸
去
の
敏
組
へ
の
禮
舞
に
よ
つ
て
外
的
に
結
合
せ
ら
れ
た
敏
團
で
は
な
く
、
個
を
色
み
乍
ら
綱
に
は
包
ま

れ
ざ
る
物
性
が
桐
の
行
爲
に
立
て
絶
封
の
肯
定
に
鱒
ぜ
ら
れ
旋
主
盤
面
基
盤
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
直
家
は
斯
か
る
共
益
態
で
あ
り
、

其
の
否
定
的
契
機
拠
る
物
性
は
具
盤
的
に
は
種
族
の
如
き
毛
の
に
相
盗
す
る
と
言
へ
よ
う
。
而
し
て
物
性
の
否
定
態
を
顯
家
の
統
一
に
餅

　
B
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す
の
は
梱
瀬
瓢
の
活
溌
な
る
故
に
國
「
家
は
梱
撒
既
に
よ
っ
て
〃
興
の
普
樋
性
の
内
｛
谷
を
攣
「
す
る
一
特

殊
的
存
在
で
あ
る
と
同
時
に
、
共
れ
が
物
性
を
否
定
契
…
優
と
す
る
絶
勤
無
の
基
膿
帥
完
構
騒

的
現
成
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
個
膿
を
限
定
す
る
普
遜
的
存
在
で
あ
り
、
個
慌
の
行
爲
も
且
ハ

膿
．
的
に
は
國
家
に
於
て
始
め
て
成
立
す
る
。
國
家
と
個
髄
と
の
此
の
交
互
態
を
婁
の
旧
式

を
用
ひ
て
比
喩
的
に
表
す
な
ら
ば
「
第
「
圏
」
と
「
第
二
燭
」
と
の
止
揚
と
し
て
「
第
三



　
　
闘
」
の
如
く
な
る
で
あ
ら
う
。
「
第
一
「
圃
」
に
於
け
る
圓
C
D
が
自
他
の
直
接
的
調
和
と
し
て
入
倫
的
天
界
に
相
當
し
九
に
…
濾
し
、
「
第
三

　
　
岡
」
に
於
け
る
圓
C
D
は
疑
雲
0
に
於
て
否
定
朗
に
媒
介
さ
れ
た
共
同
態
と
し
て
墨
家
を
表
す
と
考
へ
ら
れ
る
。
而
し
て
「
第
二
圏
」

　
　
の
後
の
一
場
ム
ロ
の
如
く
園
A
8
及
び
罎
魚
掛
を
央
々
…
絶
封
僑
一
及
び
物
性
と
す
る
な
ら
ば
、
G
D
到
卍
に
於
て
歴
史
曲
剛
世
界
が
考
へ
ら
れ
、
其

　
　
の
根
抵
た
る
物
性
が
個
燈
の
行
爲
に
於
て
絶
封
無
に
媒
介
さ
れ
る
尖
端
が
國
家
で
あ
り
、
其
れ
に
撤
し
て
圓
E
F
の
如
・
き
は
個
盤
の
自
畳

　
　
が
物
性
の
中
に
読
散
し
從
っ
て
其
れ
膚
身
物
性
に
堕
．
せ
る
基
髄
と
し
て
、
種
族
酌
祉
脅
或
は
固
定
せ
る
因
襲
的
割
勘
と
考
へ
ら
れ
よ
う
。

　
　
歴
史
は
軍
に
自
已
の
表
現
で
も
な
く
永
遽
の
影
で
竜
な
く
、
其
の
底
に
自
己
に
も
毒
除
に
も
内
化
せ
ら
れ
得
ざ
る
物
性
の
否
定
態
を
藏

　
　
し
、
獲
れ
が
行
爲
に
嘗
て
絶
些
些
に
媒
介
さ
れ
る
こ
と
に
よ
つ
て
具
髄
化
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
而
し
て
其
の
否
定
態
が
箪
に
室
盧
な
曙
黒

　
　
に
製
す
し
て
一
般
に
察
闇
の
原
理
貼
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
然
竜
亦
尊
慮
に
成
立
し
、
歴
巣
に
於
て
は
閣
家
、
梱
髄
に
於
て
は
行
爲
的
費
存

　
　
へ
の
無
封
無
の
現
成
が
成
就
さ
れ
る
。
此
の
概
念
的
自
畳
が
絶
馬
蝿
に
他
な
ら
す
、
右
の
如
く
に
考
へ
て
始
め
て
そ
れ
は
自
照
意
識
の
自

　
　
己
内
行
に
よ
る
饗
象
の
克
服
で
は
な
く
し
て
自
巳
意
識
の
自
巴
疎
外
に
よ
っ
て
定
立
さ
れ
九
物
性
の
否
定
の
積
極
的
自
発
と
し
て
、
他
其

　
　
の
も
の
に
於
て
自
己
に
留
る
概
念
の
自
附
覚
π
る
こ
と
が
嵐
來
る
で
あ
ら
う
（
融
・
軌
お
一
二
嘔
駿
O
）
。

　
　
　
以
上
の
如
く
考
へ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
本
論
文
の
冒
頭
に
提
出
さ
れ
た
問
題
は
自
ら
解
決
さ
れ
る
で
あ
ら
う
。
絶
製
出
普
遡
は

　
　
軍
な
る
有
で
は
な
く
し
て
物
性
の
否
定
態
と
相
即
す
る
絶
謝
無
で
あ
り
、
歴
史
は
絶
壁
理
念
の
愚
筆
で
は
な
く
し
て
物
性
を
行
爲
に
於
て

　
　
媒
介
す
る
絶
…
封
無
の
現
成
で
あ
り
、
共
の
自
…
乾
た
る
絶
…
封
知
も
輩
な
る
観
想
で
は
な
く
し
て
物
性
を
契
機
と
し
、
　
一
方
に
於
て
絶
封
と
相

　
　
鉗
、
他
方
に
於
て
普
逓
と
個
と
の
二
璽
の
二
軍
性
を
搬
ふ
。
從
っ
て
叉
斯
か
る
絶
野
知
の
自
己
疎
外
に
し
て
同
型
に
自
已
内
反
省
允
る
精

　
　
紳
現
象
學
も
同
じ
く
此
の
二
重
の
二
単
性
を
搬
ひ
、
　
㎜
方
に
於
て
物
性
を
媒
介
と
す
る
精
融
の
現
象
と
し
て
経
験
の
猫
立
性
が
難
く
ま
で

53
3
　
　
　
　
　
物
帳
陪
の
諭
理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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3　
　
面
素
れ
る
と
共
に
、
其
の
個
々
の
段
階
が
絡
麻
知
の
契
機
で
あ
り
自
　
覚
で
あ
っ
て
、
此
麗
に
精
紳
現
象
學
が
學
の
紅
藻
的
部
門
で
あ
る
と

　
　
共
に
學
其
の
も
の
の
展
開
で
あ
る
所
以
が
存
し
、
そ
れ
と
岡
時
に
絶
醤
知
は
個
の
自
　
覚
で
あ
る
と
共
に
追
贈
に
於
け
る
自
愛
な
る
故
に
、

　
　
亦
他
方
直
入
的
意
識
の
生
成
の
…
運
動
で
あ
る
と
共
に
歴
心
的
意
識
の
獲
展
の
睡
蓮
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
精
紳
現
象
學
を
貫
く
自
邑
疎
外

　
　
の
蓬
動
が
覇
象
の
固
定
に
よ
る
意
識
の
凝
れ
か
ら
の
分
裂
更
に
其
の
爾
者
の
蕩
心
に
よ
る
新
し
き
統
一
へ
の
同
復
と
し
て
物
性
を
否
定
的

　
　
基
面
と
し
、
其
れ
の
行
爲
に
於
け
る
否
定
的
自
覧
に
よ
る
絶
…
留
滞
の
現
成
と
い
ふ
絶
封
知
の
構
逡
を
其
の
凡
て
の
段
階
に
於
て
有
し
て
居

　
　
る
こ
と
は
、
本
論
文
の
前
牛
に
於
け
る
叙
遽
を
同
纈
す
る
な
ら
ば
容
易
に
塾
せ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。
言
ふ
迄
も
な
く
ヘ
ー
ゲ
ル
は
斯
く
の

　
　
如
き
根
源
的
否
定
態
と
し
て
の
物
性
、
更
に
行
爲
に
よ
る
其
れ
の
否
定
的
自
畳
と
し
て
の
絶
…
封
知
を
明
瞭
に
は
論
い
て
る
な
い
。
其
虞
に

　
　
虻
ハ
の
島
影
が
論
理
主
義
的
混
血
論
乃
至
有
融
論
的
観
念
論
の
傾
向
を
免
れ
な
か
っ
た
所
以
が
あ
る
。
皆
乍
精
紳
現
象
畢
に
於
け
る
意
識
の

　
　
自
己
疎
外
の
蓮
動
を
辿
る
な
ら
ば
、
右
の
如
き
物
性
の
世
界
に
蓬
す
る
こ
と
は
寧
ろ
自
然
と
思
は
れ
る
の
み
な
ら
す
、
其
れ
の
否
定
を
行

　
　
爲
に
於
て
肯
定
に
癒
す
る
絶
醤
無
の
自
畳
と
し
て
の
絶
封
知
を
考
へ
る
こ
と
は
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
免
れ
な
か
つ
允
親
想
的
傾
向
を
正
し
て
具

　
　
礁
的
な
る
哲
學
へ
の
通
路
九
り
得
る
か
と
思
は
れ
る
。
（
完
）


